




安全上の注意

※こ使用の前に、この「安全上の注意」をよくお読みの上正しくお使いください。ここに示した注意事項は製品を正しくお使い頂き、
あなたや他の人々 への危険や損書を未然に防止するためのものです。また、注意事項は次のように区分しています。

■表示内容を無視して、誤った使い方をした時に生じる危険や損害の程度を次の表示で「危険」「警告」「注意」に区分し、脱明しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

企危険 人が死亡または重傷などを負う可能性が高いと考えられる内容です。

＆警告 人が死亡または、重傷などを負う可能性が想定される内容です。

心注意 人が損傷を負う可能性及び物的損傷の発生が想定される内容です。

R この記号はしてはいけない Rこの記号i泌示っていただ＜
「禁止」の内容です。 「実行」の内容です。

仕様変更などによリ、本機のイラストや内容が一部実機と異なる場合があるのでこ了承ください。
保証書はよくお読みいただき、裏面のお買いあげ日、販売店の記入をこ確認ください。
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燃料補給時など燃料取扱時には、火気厳禁。
燃料に引火、火災の危険があります。

室内およびハウス内等換気の悪い所では運転しないでください。
エンジンの排気ガス中には、有害な物質が含まれておリ、ガス中毒を起こす危険があります。

くぼ地の脇などお璽転される場合は、くぼ地に入らないでください。
エンジンの排気ガスが井戸やくぼ地に流れ込み、ガス中毒を起こす危険があります。

本機運転中はガソリンやスプレーなと可燃性の物質を本機の近くで使用、放置しないでください。
引火し火災の原因となります。

幽：警告

Q 
過労、病気、酒気をおびた人、妊娠している人、その他の理由で正常な散布作業が出来ない人は散
布作業を行なわないでください。
少しでも体調が悪くなった時はすぐに医師の診断を受けてください。

Q 本体取扱説明書を理解していない人は、ポンプの操作を行わないでください。

R 禁止 ポンプに幼児・子供が触れないよう、隔離措置をして安全な場所で運転してください。

◎ 運転中は本体に物をかぶせたり燃えやすい物を近づけないでください。発火や故障の原因となります。

Q 
製品を背負わずに使用する場合は、マフラーからの排気の妨げにならない、かつ排気の吹き返しが
無い、風通しの良い場所で使用してください。
高温の排気ガスが製品の樹脂部分に悪影響を及ぼすおそれがあります。

企注意

R 禁止
熱くなっているマフラーやエンジン、ポンプ各部をさわらないでください。
火傷の恐れがあります。

◎ 
薬剤を使用する時は本機の取扱説明書に記載されている主要薬品適合一覧表を確認の上、使用して
ください。強酸性・強アルカリ性の液体、ベンジン・ガソリン等の可燃性の液体、溶剤等は絶対に使用
しないでください。爆発する恐れがあります。ゴキブリ・ハエ・蚊等に用いる殺虫剤・防疫用薬品、下
水・便所等に用いる消毒剤、蓄産用薬品は絶対に使用しないでください。故障の原因になリます。

△注意

R禁止 空運転は1分以上しないでください。ポンカ破損の原因になります。

Q動かなくなったり異常がある場合は事故防止の為、直ちにご使用を中断してお買い求めの販売店に
点検・修理をご依頼ください。そのまま使用するとケガの原因となります。

墾園芸用・農業用薬剤の散布、または散水用途以外には使用しないでください。

Q幼児や預が触れない場所に保管してください。

， ホースがマフラーに触れたり排気に当たったりしない様にしてください。熱によリホースが破損する
おそれがあります。

，傾斜地て使用しないでください。
燃料タンクキャップや気化器から燃料がこぼれ、火災の原因となります。

墾マフラー付近に障害物を置かないでください。
火災や故障の原因となります。

Q蝉する薬剤については、薬剤の取扱説明書を十分にお読みの上、正しく使用してください。

墾薬剤は有害です。幼児や子供が触れないように保管してください。また、保管方法については
薬剤の取扱説明書に従ってください。

9”」が人体家畜にかからない様に、またJlk池、沼なとを汚染しない様に風向き周囲の状況を十
分に確認の上、使用してください。

墾安全の為作業中は保護マス久保護メガネ保護衣、作業帽、不浸過性の手袋、作業靴を着用して
ください。

Q作畔了後は器具や着衣類を全てよく洗い、作業者も入浴するか、手、足顔等を石けんでよく洗い、
うがいをしてください。ケガの原因となります。

墾調合が適切でない薬液は、徊辰傷めるだm<A体にも有害になる恐れがあ，）ます。
薬液の調合の際は、薬品の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから使用してください。
故隠の原因になります。

Q薬剤を変える時は必ず前の液を完全に抜いてから、新しい液を入れてください。薬剤が混ざると、
化学変化をおこす恐れがあり危険です。

Q”肛輝した時（誤って飲用した、皮膚に接触した等）は、薬剤の取扱説明書に従い、適切な処置を
行うか、医師の診断を受けてください。

Q散布器具や容器を洗浄した水、残った薬剤は河川や下水などに流さず、薬害のない方法で処理して
ください。

R禦止 本体に水をかけないでください。故障の原因となリます。

墾虹技術者以外の人は、取説記載内容以外の分解や修理・改造は絶対に行わないでください。
異常動作してけがをする恐れがあります。

R禦止 ノズJレ埠対に人や動物に向けないでください。ケガの原因となります。
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〈ラベルのメンテナンス〉製品には銘板が貼付されています。銘板が見えにくくなった場合や、はがれ
た場合にはお買い上げの販売店に注文し貼りかえてください。
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開梱すると本体と次の様な部品が入っています。

全て揃っているか確認してください。

タンクキャッブ

タンク

ミ

ノズルバイプ

使用水注意-.. フヘル

名称ラベル

ボールコック

握りグリップ

a ピスキト：；ス

ベルトクミ
傭元ベルト、
腰ベルト付）

／ 

背当てパッド

ES-10Pのみ Eふ1OPDX/15PDX/20PDXのみ

g 二
·団柑沼誼• ・柑花i彊
泡状除草噴口 カパー付泡状除草噴口

: IA船訊＇配旦二頭口噴口

訊
ボールコック

1 ラベル
使上の注意

｀ 希釈倍率
ラベル

胸元ペルト

握リグリップ ノズルパイプ

吐出ホース
(<t,6X15m) 

ロ計カップ

『一
エンジンエ具

畝ブラグレンチ19mm)

穿二
冒

3
』-―、 』 -工i.

田確認事項
同梱されている部品が全て揃っているか確認してください。
(61ゞ ＿ジ各部の名称と仕様参照）

②組み立て
1. 握りグリップに吐出ホース、ボールコックを取り付け、ポールコックにノズルパイプを

取り付けます。各接続部にパッキンが付いていることを確認してください。

三記讀編グ虚雪字i:
すき間が発生しますが問題はありません。

すきII

取扱説明書

機 種 名 ES-10P I ES-10PDX I ES-15PDX I ES-20PDX 

夕 ン ク 容 量 10L I 15L | 20L 

型 式 一連差動ピストン（シングルピストン式）

ポ
最 高 圧 力 締め切リ時：3.0MPa(30kgf/cm2) 
最 大 吸 水 量 5.21/分

ぅ噴 霧 量
縦二頭口（高圧時）：3.SL/分

（カバー付）泡状除草（除草時）：0.631/分
工 ン ジン名称 KC22-D 

工
形 式 空冷2サイクルガソリンエンジン
始 動 方 式 リコイルスタータ一方式はタート名人）

る排 気 量 22.6cc 

ン 最大出 力 1回転数 O.SkW (0.67PS) /6500rpm 
燃 料 2サイクJlr,浬合ガソリン(50:1)Fq剥入ヒ
燃 料 夕 ン ク 約0.SL
オ イ ル 量

点 火 プ ラ グ チャンピオン：RO6Y
燃 料 消 費 目 安 約Saft
本 体 重 量 6.9kg | 7.1kg | 7.3kg 

ノズルパイプ

握リグリップ

取り2皇]•置冒
パッ；

吐出ホース

-～•‘ヽ

／ ＼ 
ヽ
‘ ヽ

＼ 

¥、一1 
握りグリップ

吐出ホース

2. ノズルバイプの先端に、2種類の噴口から必要なものを選んで取付けます。

カバー付泡状除草噴口 泡状除草噴口
(ES-10PDX/1 SPDX/20PDX) I I (ES-lOPのみ）
Em'jrVN~urLn\J 1~ liim 

聟三二悶醤；」にいi笠凪=Jに麒します。 乙 使用しま沢
●風の影響を受けにくく、
薬剤の飛散を防止できます。

縦型二頭口噴口

ロ／日年用夕●薬剤を噴霧状態で均ーに散布できます。

A注意
各撞続部にはパッキンが付いています。必ずパッキンがあること恕濯認してください。
また、液漏れがない様にしっかりと締め付げてください。

心注意 吐出ホースに亀翼破損がないことを確認してください。
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こ使用になる前に こ使用になる前に

困薬液について

1. 薬剤を希釈する

●タンクキャップを外し、ストレーナーの中に収納されています計量カッ
プを取り出してください。
計量カップにはタンク満水状態での希釈倍率が表示されています。
（薬剤の量も表示しています。）
目的の希釈倍率まで薬剤を入れて希釈してください。

●少量の薬液を作る時は、下記の希釈倍率早見表を
ご参照ください。

〈希釈倍率早見表〉

薬剤量用の

目盛： タンク満水状態での
希釈倍率用の目盛り

〈イラストはlOL用〉

※計量ガソプはタンク容量に
よって異なります。

3. バケツ等の容器に水、薬剤を入れ、十分に溶かしてください。
タンクに入れる時は必ず付属のストレーナーを通してください。

石灰硫黄合剤及び水和剤を使用した場合、
噴口やストレーナーに薬剤がつまり、霧の
状態が悪くなることがあります。
薬剤はよく溶かしてからご使用ください。

＆注意

薬剤は有害ですから取り扱いに
ついては必ず薬剤メーカーの指導
に従って充分注意を払ってください。
体に付着したときはよく洗い流して
ください。

l 希 釈 倍 率 (ccまたはg)| 
水 5嘩 10(嘩 20嘩 30嘩 400倍 50嘩 10(暉 20<碑

2L 40cc 20cc 10cc 7cc Sec 4cc 2cc 1cc 

4L 80cc 40cc 20cc 13cc 10cc 8cc 4cc 2cc 

6L 120cc 60cc 30cc 20cc 15cc 12cc 6cc 3cc 

8L 160cc 80cc 40cc 27cc 20cc 16cc 8cc 4cc 

lOL 200cc 100cc 50cc 33cc 25cc 20cc 10cc 5cc 

12L 240cc 120cc 60cc 40cc 30cc 24cc 12cc 6cc 

1SL 300cc 150cc 75cc 50cc 37.5cc 30cc 15cc 7.5cc 

20L 400cc 200cc 100cc 67cc 50cc 40cc 20cc 10cc 

要点
薬剤の取扱説明書を十分にお読みの上、記載されている倍率に従い、薬剤を正しく希釈
してください。

心注意

水和剤、石灰硫黄合剤をこ使用の
際はバケツ等の容器でよく溶かし
てこ使用ください。
また、こ使用中に薬液が沈殿しな
いように良く撹拌してください。

2. 主要薬品適合一覧表

乳剤頃済」を水で薄めて使用）

●殺虫剤
スミチオン乳剤 マラソン乳剤
デイプテレックス(DEP)乳剤
マシン油乳剤 ダイアジノン乳剤
DMTP乳剤 PAP乳剤

●殺菌剤
ポリオキシン乳剤 マイシン乳剤
サプロール乳剤 石灰硫黄合剤

●除草剤
クサノンA乳液 ラウンドアップ
バスタ

水和剤（粉末の薬を水で溶かして使用）

●殺虫剤
オルトラン水和剤 ロプラール水和剤
モレスタン水和剤 DMTP水和剤

●殺菌剤
ベンレート水和剤 ダイセン水和剤
ダコニール汀PN)水和剤

●除草剤
クサノンS水和剤 シマジン水和剤
2,4-D 

●接触剤

ストレーナー

/i 
口
=：↓＝苫含

【殺虫剤豆知識】

●誘殺剤

薬を害虫に触れさせて殺します。

市販薬剤の多くがこのタイプで食毒剤やガス剤の

作用を合わせ持つものがあり、残効性が少なく害

虫の発生の度に丁寧に散布します。

●浸透移行性剤

葉や根から吸収された薬の成分を害虫が摂取する

事により殺します。薬の効果が20~30日間も続くた

めに接触剤より散布回数が少なくてすみます。

害虫を誘引し、薬を食べさせて殺します。害虫の種

類によリいろいろな薬剤があります。

●展着剤（ダイン等）

薬剤を害虫や植物によく付着させ、風雨等で流失す

るのを防いで薬の効果を長持ちさせます。散布液を

つくる時に必ず使いましょう。

国
ゴーゴーサン・トレファノサイド等一部の薬剤は使用方法を誤りますと、故障の原因となる
ばかりでな＜、思わぬ事故を引苛品こす恐れがあります。正しい使用方法を必ず守ってくださ心

① 薬剤は薬剤メーカー指定の希釈倍率の範囲内で必ずご使用ください。

② 使用後は速やかに水洗いをしてください。
凜液をタンクの中に入れたまま放置しないでください。）
水洗いはタンクの中に清水を十分に入れ、噴霧をさせ、ホース・ポンプも十分水を通して、
完全に洗浄するようにしてください。水洗いは2~3回繰り返して実施してください。

一部の薬剤は正しい使用方法を守った場合でもタンク等を変色させたり、変形させることが
心注意 ぁりますが機能上は問題ありません。〶が一、少しでも異常を感じられた場合は

速やかに使用を中止しお買上げの販亮店にこ相談ください。）

4. 薬の使い方

●同じまくなら早目散布 ―------― ●薬の上手なうすめ方

病害虫の発生初期に薬まきを。病状が進んだ はじめ少量の水でよくかき混ぜてから残りの

後では、同じ薬まきでも大変な手間がかかり 水を加えるとよく混ざります。

ます。 また展着剤（上記殺虫剤豆知識参照）を使い

ましょう。

●説明書をよく饒み、かけ過ぎに注意

散布量は葉先から薬液がしたたり落ちる直前ぐ

らいが効果的。散布液をつくる時は、説明書の

希釈倍率を守って正しく作りましょう。

●風のない朝夕の涼しいときに散布

日中や西日の強い高湿時はさは薬液の流失を

防ぐためにも、半日は雨の降らない日を選んで

まきましょう。

●ムラなく葉の裏側へも

葉の裏側は病害虫の隠れ場所。幹、枝、茎にも

発生しますので植物全体にむらなく薬をかけま

しょう。
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●残った液はキキメなし

一度溶かした薬を後日使っても効果はありま

せん。下水等に捨てずに植物にかけるか土に

捨ててください。

， 



こ使用になる前に こ使用になる前に

5. 作業上の注意

I ●作業は防除用の服装で！ I 
安全のため、農薬の付着や吸入を防ぐため、保護マス久保護衣、

頭から肩まで覆う事の出来る防水頭巾、ゴム手袋、ゴム長靴、

ゴム前掛けを用意し危険のない服装で作業してください。

I ●体調のよい時だけ作業を！ I 
少しでも体調が悪くなった時は、すぐに医師の診断を受けてください。

I ●周囲の安全を確認！ l 
風向きや周囲の安全を確認して作業をしてください。
川・池・沼等汚染しないよう、また、人・家畜に害のなし

作業者の体にもぜったい薬がかからぬようにしてください。

I ●すべて、よく洗う！ I 
作業が終わりましたら器具や着衣類をすべてよく洗い、作業者もただちに入浴する
または手・足•顔等を石けんでよく洗い、うがいをしてください。

固燃料（およびエンジンオイル）

●燃料は＇1:閂！序iB【iヤIZ'、nzzn}iffい2り2d日，＂●←91を使用してください。

•燃料タンク容量：6ページ参照

・混合がノリン、下記の2サイクル専用オイルは農機店、ホームセンタ一、ガソリンスタンドなどで曰購入ください。

・ご自分で燃料を混合される場合は下記をお守りください。

・混合比＝so（ガソリン）：1（50:1用の2サイクル専用オイル＂初得積町

・希釈早見表

混合比
50: 1 
(2%) 

ガソリン
2サイクル専用オイル

50:1用国己日四9

1 L 

20ml 

2L 

40ml 

3L 

60ml 口80ml 1100ml 

＆注意
2サイクル専用オイルは、」ASO規格のFC級または、FD級を使用してください。
F鳩または、FB級を使用するとエンジン焼付の原因となります。

A注意 2s:1等、指定よりも濃い混合ガソリンを使用した場合には排気ガスの白煙やマフラーからオイル
垂れが多くなりますので、指定以外の混合ガソリンは使用しないでください。

④ショルダーベルトの調節 心注意 30日以上経過した混合ガソリンは使用しないでください。

¥
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①背負う前に、図のようにショル ②タンクを背負ってから腰ベルト

ダーベルトのバックルを上に持 を装着し、長さを調節します。

ち上げ下のベルトを引くと、ベ

| 
ルトが長くなり背負い易くなり

ます。

③ショルダーベルトの端を後なな

め方向に引くと、製品を背負っ

たままベルトを短くできます。

④ショルダーベルトを長くする時は、バック 1 ⑤胸元ベルトを装着し長さを調節します。

ルを持ち上げれば自然にベルトが伸びます。

要点 I燃料を入れる前に、充分に攪拌してください。

●燃料補充

1．燃料タンクの蓋は清潔に保つてください。

2．蓋を外す際は、ゆっくりと外し、キャップ周辺から燃料が漏れない様に注意してください。

3．燃料がこぼれない様に注意して補給してください。

4．蓋を取り付ける際、ゴミや異物が付着していないか確認し付着している場合には清掃してください。

5．燃料がこぼれた時には綺麗に拭き取ってください。

燃料は非常に引火しやすいため、取り扱いを誤ると火災事故の原因となります。
燃料の混合や給油時は必ず火気を遠ざけ、タバコは吸わないでください。

燃料がこぼれたら、きれいに拭き取ってから始動してください。

燃料補給の際は、必ずエンジンを停止して、充分に冷却した後行ってください。

30日以上経過した燃料はこ使用にならないでください。

エンジンを30日以上使用しない時は、燃料の変質により始動不良や運転不調の原因となります

ので、こ使用後は必ず燃料を抜いてください。

要点 I 急激な操作は避けてください。急にベルトが長くなり危険です。
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田薬液を入れる
,. ボールコックが「閉」になっていることを確認します。

／マ"-ママ＂マヘ―、-ーママ-

ポールコックが「閉」の状態

I 
釦話

ポールコックが「開」の状態

／ 

心注意 ポールコックを「開」の状態のままにして、タンクに藁液を入れますと流れ出て来て
しまいます。

2. タンクキャップをゆるめて、はずします。

3. バケツ等の容器に水、薬剤を入れ、
十分に溶かしてください。
●薬剤タンクに目一杯入れますと、
傾いた時にこぼれることがあり
ますのでご注意ください。

●タンクに入れる時は必ず付属の
ストレーナーを通してください。

●薬剤の取扱いについて、詳しくは
8~9ベージを四確認ください。

ストレーナー

(§ 口
＝七

4. 薬液を入れ終われば、タンクキャッブをしっかリと締めてください。

図エンジンの始動

排気ガスは人体に有害です。換気の裏い場所での運転はしないでください。

心注意
エンジンを始動する時は必ずタンクに水または薬剤を入れてください。1分間以上の空回転を
行うとポンブ故障の原因となります。
初めて始動するときは薬剤の調合前に清水で運転して機械の調子を確かめておいてください。

心注意
吸水すると噴口から薬液が噴霧されます。
人や物などにかからないように注意してください。

〈エンジン周辺の名称〉

ピストンケース
キャップ

スロットルスイッ
レバー

12 

パーの内側にあリます

,―̀＇グ

チョークレバー

リコイル
スターター

使用方法

I ェンジンが冷えているとき I I エンジンが温まってし屯ときまたは夏期 I 

1. 調圧ハンドルを「始動」の位置にしスイッチを「入」にします。

2. 

3. 

凸湧夏

プライミング操作を行います。

スイッチ

: ; -•V` t ュ・
ガソリン包臥ヽ 上げるためにブライミングポZ力tくりかえUり10回押します。

ー'-
プラネミング
ポンプ

※カバーの内側にあります

チョークレバーを閉Nにします。 3. チョークレパーが開 Illであることを確認します。

チョークレバ_| チョークレバー

4. スロットルレバーを高速位置にします。

5. 

スロットル
レバー

本機をしっかリ押さえ4回稗茎リコイルスタ＿ターを 5．本機をしっかり押さえ、リコイルスタ＿ターを引いて
引いて始動させます。始動御よチョークレバーを 始動させます。
ゆっくりと開Illに頃す。

リコイルスターター

4回程度リコイルスターターを引いでら
要点 始珈ぷ喝斜よチョ→を澗 lfl」に

してからリコイルスターターを6回穫度
引いて始動します。

※このリコイルは、ゆっくリ引いてg颯肌ます。
強く引きすぎるとひも堺ガ法：虫胡彰凋晒
となリますので嶺く引きすぎないでください。

要点

・うまqに以孔週恰はチョークレバー・
スロットルレバーの位置を変えて再度繰り
返してください。
・エンジンポンプの性能を十分に発揮して
こ使用頂くために、エンジンが冷えている
状態からの始動後は充分な暖機運転を行
って頂き、急なスロットル操作は行わない
ようにしてください。

※それでも始動Uよい場合「故障a暉i.J(181'\-—ジ）を参照してくだ訊ヽ。
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使用方法 使用方法

困運転
| 

A注意
エンジンがかかっている間、薬液または水が常にタンクの中にあることを確認してください。
1分以上の空運転を行うとポンプ故障の原因となります。

1. エンジンを始動しスロットルレバーを高速側に、
調圧ハンドルを「始動」にします。

この位置までしか動きません。 サ

スロットル
レバー

＆注意 無理にレバーを動かさないでください。
HIGH（高）の位置までは動きません。

!噴口の調節 ※縦型二頭口噴口は調整できません。

カバー付泡状除草噴口(ES-1OPDX/1 SPDX/20PDX)泡状除草噴口(ES-lOPのみ）
•••••噴口が回転するので、角度を調整できます。 •••••噴口が回転するので、角度を調整できます。

左右180°の範囲で調整してください。 左右180°の範囲で調整してください。

‘ ----- 180° 

- A注意 I（カバ→寸）涵渾渾噴口側顎帯よ卿も＼ンドJUが除草」奴立置に合わぜて使用してくだ訊ヽ 。

2. ボールコックを「開」にし噴口から吐出することを確認します。

ボールコックを開けて、噴霧の状態にします。
企〉注意 叩舅しないとホース内の空気が抜けにくく

吸水しないことがあリます。

ボールコックが「開」の状態

I 

3. 機械の異常の有無を確認のうえ、調圧ハンドルを回して、「除草」「噴霧」「高圧」と作業条件にあった圧力の設定を

します。

※除草噴口使用の際は、調圧ハンドルは必ず「除草」の位置で作業してください。

1 調圧ハンドル位置 I 

固散布の仕方

0除草噴口を回し噴霧面を回転できます。

ポイント

雨の降りそうな日を避けて散布します。 薬剤を植物に

長時間付着させることで除草効果が上がります。

I 
、 ¥ ¥‘  

¥ ‘ 
I l ' ＼ ‘ ‘  

／ ＼ヽ‘‘
＼ ヽ ヽ

｀`  

A注意 1 11.11暑中は噴口を回転させないでください。

＆注意
噴口の調整はネジになっていますので、あまり緩めすぎると、液漏れまたは脱落しますので
注意してください。逆に締めすぎるとネジが破損し液漏れの原因となります。

妙

eョ| 一
妙

妙

一

妙 亙停止
1. ボールコックを閉じて締め切り状態にし、噴霧を

停止します。

妙

e国l 2. 調圧ハンドルを始動の位置にしスロットルレバーを低速に戻します。

除草と中圧の間に
設定することもできます

中圧と高圧の間に
設定することもできます 3. スイッチを「切」にしてエンジンを停止します。

スイッチ

心注意
噴霧作業時は、スロットルを高速または高速から若干戻した位置で使用してください。
本機のエンジンとポンプの間には遠心クラッチが内蔵されており、低～中速回転では回転不足と
なリクラッチの滑りにより故障の原因となるためです。

4
 

ボールコックを開け、ホース内の圧力が抜けていることを確認します。

企注意 エンジンを低速（アイドリング）で5分以上運転させないでください。エンジン、クラッチの故障の
原因となります。5分以上放置されるときは、必ずエンジンを停止させてください。 心注意 火傷防止のため、運転中及び停止直後はエンジンの高温部にはさわらないでください。
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1. 使用後は清水を2~3分噴霧しポンプ・ホース・ノズル内の薬剤を洗い流してください．

→ヽ〗 バ＼
タンク内を清水でよく洗い、 2L以上の水をタンクに入れ、 タンクの水を捨て、噴口から
薬液を洗い流す。 1分間噴霧する。 水が出なくなるまで噴霧する。

＆注意 I~後はタンク内に薬剤を入れたままに以tいでください。薬剤がポZプやノズル内に残って
いると薬剤が固まったり、またパッキプ専が劣化するなどして、ポンブ故障の原因となリます．

田ブリーザーの洗浄

0タンクキャップの空気穴に泥や汚れが付着したら、

水で洗い流してください。

l△注意 1 ブリーザー穴が詰まると
散布時にタンクが“へこみ”破損する恐れがあります。

〇製品を横に傾けたリすると、タンクキャップの空気穴から

液が漏れることがありますが故障ではありません。

戸

?i 
洗い流しが終わったら、スイッチを「切」にする前にタンクの中を空にし調圧ハンドルを「始動」の位置に戻して

ください。ポンプ・ホース内の液が抜け、ノズルから液が出なくなればスイッチを「切」にしてください。

＆注意 調整ハンドルを「始動」の位置にしないと次回使用時に圧力の切替が正常に行えなくなリます。

心注意

＆注意

凍結のおそれがある場合は、水を通して洗浄した後、不凍液を通してください。また、
ポンブやノズル内に液が残らないようにしてください。
（不凍液の取扱説明書をこ確認のうえ、正しくお使いください。）

ノズルから液が出なくなれば直ちにスイッチを「切」にしてください。
空運転を継続するとポンブの故障の原因となります。

3
 

燃料タンクの燃料を抜き、下記を参考にアイドリングでエンジン内に残った燃料を使い切ってください。

く燃料を使い切る方法＞ り湧湿且
①調圧ハンドルを「始動」位置に合わせエンジンを始動する。

②スロットルを低速に合わせる。

③自然に止まるまで運転する。

④プライミングポンプを数回押す。

⑤チョークを「閉」にしてリコイルスターターを引き、エンジンがかからない事を確認する。

エンジンがかかる場合は④⑤をくり返す。

△注意 I特に麟間(30日以切呆管す心配辻はエ方九ノ内に螂母が残ってし名と、螂砂目詰まりや
部品の早期劣化を引き起こす原因となリます。

図噴口の洗浄

＇『l！即譴【縦型二頭口噴口】

噴口を右図のように外し

水洗してください。

底却，辺日【（カバー付）泡状除草噴口】

①及び②の2ヵ所を洗浄してください。

組み立てる時は、順番と向きに注意して

組み立ててください。

順番・向きが違うとうまく噴霧できません。

眉璽
l, --'1 

凹凸を合わす

i［讐言
噴口本体

① 泥争

※図はカバー付き泡状除草噴口ですが、

カバーの無い泡状除草噴口も基本的な構造は同じです。

'②噴口本体知醐バッキン噴板キャップ 完成図

畠共竺をキャ:
ロ`ロ-が四側I

4. ピストンケースキャッブを外しポンブ内の
水を排出してください。
直によるポンカ波損防止）

／ 
ビストンケースキャップ
（十字になっていますので
ドライバー等でも回せます）ユ

要点 I釦撼品の単品賑売はご孔ヽ ませんので、無くさないように注意してください。

0リング

5. エンジン・ポンプ・ノズルなどに付着した汚れを拭き取ってください。

水分が残っているとエンジンが錆びた＇人故隆の原因となります。

保管時はポンプやノズルをよく乾燥させた後、直射日光の当たらない場所に収納してください。

|＆注意 1 悶9itが虹間当たリ続けるとホース等の樹脂部分が早期劣化し思わぬ事故の原因と

へ―

鳳――--

心注意 I磁自の恐れがあ砧駐滋本機を毛布等に包み、地面よリできるだけ離して保管してください。
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保守•点検 故障と処置

固エンジンの点検
エンジンは下記の定期点検表に基づき点検を行ってください。

●エンジンの定期点検表

征 I

置輩
考えられる原因

点火プラグまたはイグニッションコイルの劣化

点検時期 作業前
3ヶ月毎 6ヶ月毎

または または 1年経過毎
点検整備項目 点検 50時間運転毎 100時間運転毎

各部ネジ、ナット類の緩み点検 点検 ． 
点検 ． 

燃料配管部の点検、交換
交換 •※ 1 

点検・清掃 ． 
エアクリーナーの点検、清掃、交換

交換 •※ 2 
冷却取入口、冷却フィン、

点検・清掃 ． 
マフラ周辺の清掃

点火プラグの点検、清掃 点検・清掃 ． 
燃料フィルターの点検、渚掃 点検・清掃 ． 

点検•清掃 ． 
マフラ点検、清掃、交換

交換 •※ 1 
※1 これらの項目は適切な工具と整備技術を必要としますので、お買い上げ販売店へ申しつけてください。

エンジンをいつまでも安全で快適に使用していただくために、部品交換を推奨いたします。

※2エアクリーナーの交換は、エレメントのみ交換をおこなってください。

〇点検時期は表示の期間毎または運転時間毎のどちらか早いほうで実施してください。

〇表示時間を経過後すみやかに実施してください。

噴羅量が少ない
噴霧状態が悪い
圧力が上がらない

製品を傾けた状態で置いている

屋内で使用または、シートなどが被っている

燃料が古い

問題のある燃料使用によるエンジン不調

吐出ホースの詰まリ

吐出ホース内に圧力が残っている

噴口穴の詰まり

吸入ホースの接続部のゆるみ

クラッチの動作不良

吐出弁や吸入弁のゴミ詰まリ、消耗部品
（シリンダパイプ、ピストンロッド、パッキン、
圧力調整スプリング等）の摩耗、破損

エンジン低速での運転

始動時に調圧ハンドルが「始動」位置以外に
なっている

エンジンを始動させた直後である

吸水弁の固着

吐出ホースの詰まり

エンジンの出力低下

ホースや接続部の漏水

噴口穴の詰まり

噴口穴の詰まり、摩耗

調圧ハンドルが「始動」にセットされている

クラッチの動作不良

考えられる原因

問題のある燃料使用によるエンジン不調

エンジン内のサビ付き

エンジンの焼付き

リコイルスターターの不具合

シリンダー内への異物混入

問題のある燃料使用によるエンジン不調

キャブレターが詰まっている

点火プラグのかぶり、汚れ、破損

エアクリーナーの汚れ

チョークの調整

処 置

正しい燃料に入れ替え改善が行われない場合、修理

お客様では修理困難ですので、販売店へ
修理・点検をご依頼ください。

お客様では修理困難ですので、販売店へ
修理・点検をご依頼ください。

正しい燃料に入れ替え改善が行われない場合、修理

お客様では修理困難ですので、販売店へ
修理・点検をご依頼ください。

プラグ点検・交換⇒処置B（刀ページ）参照）

エアクリーナーの洗浄⇒処置C(21ページ）参照）

顆•Iンジンが温まっている時、チョークを渭Uにする(131'\-•ジ参照）

冬季•エンジンが冷えている時、チョークを渭Uにする(1沢ージ参圏

尻

遜

号

キャブレターが詰まっている

消耗部品の磨耗

タンクキャップブリーザーのつまり

2s:1など指定以外の混合ガソリンを使用

長時間の低速運転を断続的に行っている

縦型二頭口噴口のつまリ

（カバ＿付き）泡状除草噴口を使用している

ボールコックのゴミつまリ

ボールコックの破損

処置

点火プラグの点検・交換⇒処置B(20ページ）、
イグニッションコイルの交換（修理依頼）

お客様では修理困難ですので、販売店へ
修理•点検をご依頼ください。

水平な所に設置する

屋外で使用するもしくは、シートなどは被せない

新しい燃料を使用する

正しい燃料に入れ替え改善が行われない場合、修理

吐出ホースの詰まりを取リ除く

調圧ハンドルを「始動」位置にし圧力を抜く

噴口を水洗いする（「使用後の注意J(17ページ）参照）

板クリップで充分締め付ける

お客様では修理菌難ですので、販売店へ
修理・点検をご依頼ください。

お客様では修理困難ですので、販売店へ
修理•点検をご依頼ください。

高速にする

調圧ハンドルを「始動」位置にしてから始動
する（「使用方法」(14"ベージ）参照）

約1分～1分30秒運転させる

棒で吸水弁を軽く押す OO置A(2CYゞージ）参照）

吐出ホースの詰まりを取リ除く

点検•修理

漏れ止めをする

噴口を水、いする（「使用後の注意」(17ページ）参照）

噴口の清掃、交換

詞圧ハンドルを瀦草」「中圧」「高圧」位置に合わせる

お客様では修理困難ですので、販亮店へ
修理・点検をご依頼ください。

お客様では修理困難ですので、販売店へ
修理•点検をご依頼ください。

清掃する(17ページ参照）

指定の混合ガソリンを使用(11ページ参照）

高速で使用する

噴口の清掃(17ページ参照）

縦型二頭口噴口を使用する

清掃する

ポールコックを交換する
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故障と処置

お客様自身が点検•整備作業についてあまり熟知されていない場合は、販亮店へ作業を依頼してください。
下記の処置を行う前に必ず確認してください。

心注意
やけどのおそれあり。運転直後のエンジンやマフラーは高温になっていますので点検•整備は
必ず冷えてから行ってください。

＆注意 I感電の恐ね即。必ずエンジノのスイッチを「切」にしてください。

A注意 1 ~自分で取扱説明書記載以外の分解•修理は絶対にl,1,tいでください。

ピストン部品・オイルシール・バッキン類•Oリング類・スブリング類•吐出ホースは消耗品ですので、保証期間内
でも有償修理となります。交換の目安は100時間ですが、薬剤の種類により寿命が短くなる事があります。

処置A ＜噴吸水弁固着解除方法＞

コ璽＇／
ピストンケースキャップを外し吸入口よリ
棒（ドライバー等）を差して中の弁を数回軽く押してください。
（約3mm弁が動くと正常です。）

［雷ース
0リング

ぃ強煉くと膨員しますのでご主＜涵い。

処置B -

プラグがぬれたり、汚れたりしていま
せんか？
ぬれているときや汚れているときは
布きれなどで拭いてください。

点火ブラグのすき間は正しいですか？
プラグすき間は0,6"-10.7mmです。
正しくないときは調整してください。

点火プラグの清掃や、すき間調整をしてもエンジンがかからない場合は、新しいプラグに交換してください。

＜点火プラグの交換方法＞

＆注意 1 故障の原因となるため指定以外の点Kプラグは使用しないでください。

1.エンジンが冷えていること、エンジンスイッチがOFFであることを確認してください。

- - -2.点火プラグカバーを外します。

点火プラグカバー

20 

故障と処置

3.点火プラグに付属のエンジンエ具を六角部が
ぴったりはまるようにかぶせます。

点火プフグ-' 
エンジンエ具

こ↓かぶせる

4.反時計回りに回し点火プラグをゆるめます。
ゆるんだら手で回して取り外してください。

△注意 記しプラ穴ボすとき最初は強い力が必璽です。
ケガをしたり、製品を倒さないよう注意してください。

5.新しい点火プラグを用意し
手でまっすぐ慎重にねじ込んでください。

△注意 最初からエンジンエ具を使用してねじ込まないでください。まっすぐねじ込むのがむずかしくなり、
エンジン内部を傷つける恐れがあります。

6.エンジンエ具でしっかりとしめつけ、
点火プラグカバーをしめてください。
この時指で強くはさむようにして、
キャップをしっかり押しこんでください。

三

一~9 2 ..← 

A注意 Iキャップがしっか•）はまっていないとエンジノ内部に水等が入り、故障の原因となリます。

処置C

1．エンジンのスイッチを「切」にします。

2．チョークレバーを上側（閉）にして、キャブレター
に異物や埃が入るのを防ぎます。

3．ネジを取り外しエアクリーナーカバーを
取り外しエレメントを取り外します。

4．エレメントを白灯油で洗浄後、
エンジンオイルに浸し片手で固く絞ってください。

5．エレメント及びエアクリーナーカバーを
元通り取り付け、ネジを取り付けてください。

ー火釦m | 
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チョークレバー

エレメント

アクリーナー
カバー



L主なアフターパーツについて冒
パーツはお買い上げの販売店を通じご注文頂けます。部品コード、部品名をこ確認の上、販売店にご依頼ください。
又、下記に記載のない部品も弊社ホームページよリパーツリスト、価格をご覧いただけます。
(P.23パーツリスト確認方法参照）

部

ノズルパイプクミ (60cm)
（膚0..ノズ｝レスタン咄飢ヽておりません）

タンクキャッブ
タンクキャップパッキン
ストレーナー

/
:
ロ

二 ロ 名 部品コードロロ

ノズルパイプクミ(60cm) 0457041 
（噴口、ノズルスタンド無し）

握りグリップ
[PA-285] 

ボールコック JAN:4971770-107809 
f 

ボールコック 0452136 

タンクキャップクミ 0457008 （タンクキャップパッキン付）

タンクキャップパッキン 0450140 
| 

擢リグリップ
ストレーナー 0450933 

縦型二頭口噴ロクミ [PA-292] 
（エンジン用） JAN:4971770-107984 

カバー付泡状除草噴ロクミ [PA-303] 
（エンジン用） JAN:4971770-108103 

泡状除草噴ロクミ [PA-284] 
（エンジン用） JAN:4971770-107793 

| lOL 0450701 

計量カップ 15L 0450808 

20L 0451552 

〈オプションパーツ〉 駆屁＇
名称／写真 用 途 型式／JAN ロ 名ロロ

小型鉄砲ノズル
遍 ―囲の消匙便利です NZ-870 

直射•噴霧調整可能

乏 直射4m ノズル長87cm

使用可能
4971770-450677 ネジ径G1/4 

直射イメージ

長七頭口噴口（換板式）

------•広範囲の消毒時に便利です
DP-103 ノズル長80cm

4971770-103054 ネジ径G1/4 

除草五頭口噴口C1b力用）

ご
•広範囲の除草時に便利です DP--016 ノズル長100cm
（泡状除草） 4971770-100756 ネジ径G1/4 

ESシリーズ専用キャリー ・重いタンクを置いて ESシリーズ専用キャリー
． 

使えます 対応機種：

尉迄・ホース(/J6X20m付 ESC-1 ES-lOP 
・タイヤ幅変更可能 4971770-452404 ES-10PDX 
広幅：43cm ES-15PDX 
狭幅：20cm ES-20PDX（タンク背負い台は使用できません）

電以出杵名脊｀
工進製品は全てホームページ上で価格が閲覧できるようになっています。

（ http:／/www.Koshin-Itd.co.jp J 

■ポンプパーツリスト
トップベージの「パーツリスト」
パナーをクリック。

■エンジンパーツリスト
昆努；；／翌翌贔` 召呑ど祐謬亥リックし ほ盗谷吟董公）▲刃←・’’|

部品コード(7~9桁）と、部品名、必要な個数を正しくご記入ください。

部品コードは、ご記入頂くことで発送が早くなります。

Q:混合比25:1など、違う比率の混合ガソリンは使用できますか？
A：できません。so:,の物をご使用ください。エンジン故障の原因となります。

Q: 25:1の混合ガソリンにガソリンを足してso:,にして使用してもいいですか？
A:エンジンオイルは25:1用とso:1用で種類が違うため混ぜて使うことはできません。

Q: FA・FB級の混合ガソリン、エンジンオイルは使用できますか？
A:できません。FC級以上の物をご使用ください。エンジンが焼き付き故障の原因となります。

指定外のオイルを使用したことによるエンジンの焼き付きは保証の対象外です。

Q: 4サイクル用エンジンオイルは使用できますか？
A:できません。エンジン故障の原因となります。

Q:噴口、ノズ）レパイプのネジ径は？
A: G 1/4です。

Q：高い所まで飛ばしたい。
A:別途オプションで小型鉄砲ノズルをお求め頂ければ直射で約4m飛ばすことができます。

（「小型鉄砲ノズル」 22ベージ参照）

•燃料は自然劣化するため、製品に入れたまま長時間経つと、エンジンに嘉影響をおよぼす
おそれがあります。「エンジンの定期点検表(18ページ）」を参考に、燃料を抜くなどメンテナ
ンスをすることで製品を末永くこ使用頂けます。

•燃料及びエンジンオイルは冷暗所に保管してください。
寒暖差の大きい場所では結露が発生・オイルに混入し、エンジン不調の原因となります。
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